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低温処理や氷温貯蔵および長日処理がアリウム「札幌１号」，
「札幌２号」の開花に及ぼす影響

篠田浩一・村田奈芳

平成23年４月22日　原稿受理
北海道農業研究センター　水田作研究領域

Ⅰ．緒　　論
　ネギ属（Allium L.）はネギ科（広義のユリ科）に属
し，北半球の各地に750種以上が分布している

（STEARN，1992）。その中には鑑賞価値の高い種類
が多く含まれ，我が国では切り花用や花壇用，ある
いは山野草として現在20種類以上が栽培されてい
る。鑑賞用として栽培されるアリウムの大部分は野
生種およびその選抜系統であり，種間交雑によって
育成された品種は「グローブマスター（Globe-
master）」や「グラディアトール（Gladiator）」（van 
SCHEEPEN，1991）など Melanocrommyum 亜属に属す
る数品種と，福井県園芸試験場で育成された「オー
タムヴィオレ（Autumn Violet）」や「オータムヴィ
オ レ ミ ニ（Autumn Violet Mini）」（NOMURA et al., 
2005）など Rhizirideum 亜属に属する数品種があるの
みと極めて少ない。アリウムは野生種が非常に多く，
種により花色や花序の形，草丈，開花時期が大きく
異なること，耐寒性を有する種類が多く北海道での
栽培に適していること，切り花や花壇など多様な用
途が期待できることから，北海道農業研究センター
では，1995年より種間交雑育種による新規性の高い
品種育成に取り組んでいる。
　この中で，筆者らは Allium 亜属に属する中央ア
ジア原産のカエシウム（A. caesium）とカエルレウム

（A. caeruleum）の種間交雑により，青色の花でバニ
ラエッセンスに似た甘い香りを持つ切り花新品種ア
リウム「札幌１号」，「札幌２号」を育成した（篠田・
村田，2006）。両品種は2005年９月30日に品種登録
出願が受理され，2009年７月31日に品種登録された

（第18296号，第18297号）。また生産者が本品種を栽
培できるようにするため，2007年夏に福花園種苗

（株）と利用許諾契約を締結し，原種苗を提供した。
2007年秋～ 2008年には福花園種苗（株）による「札

幌１号」の球根増殖と試作栽培が行われ，2009年か
ら商品名「ブルーパフューム（Blue Perfume）」（藤
田，2011）として球根の販売が開始された。現在北
海道と熊本県の生産者を中心に切り花生産が行われ
ており，東京の太田花き市場や世田谷花き市場，札
幌花き地方卸売市場等に出荷されている。一方，「札
幌２号」は2008年秋から球根増殖が始まり，商品名

「スカイパフューム（Sky Perfume）」として球根の
販売が始まった。
　「札幌１号」，「札幌２号」の札幌での自然開花期
は６月中旬であり，ほぼ集中して開花する。花卉類
においては，出荷時期の拡大つまり作型の多様化が
古くから追求されており，出荷期間を長くすること
に成功した種類はその消費量も増大した（小西ら，
1988）。球根類の中で切り花消費の多いユリやフリー
ジアも出荷期間が長く，今後「札幌１号」，「札幌２
号」の消費量を増やすためには，開花調節技術の開
発による出荷時期の拡大が必要と考えられる。
　アリウム類では，いくつかの種類で花芽分化を含
む生育開花習性の調査（古平ら，2001，2004；KODA-

IRA and FUKAI，2005）や温度処理あるいは日長処理
に よ る 開 花 促 進（ 古 平 ら，1996a，1996b，2000a，
2000b；金子ら，1995；本図・浅野，1992；篠田・
村田，2004，2006）が報告されている。またユリや
チューリップでは氷温貯蔵による抑制栽培や周年栽
培も報告されている（竹田，2005；稲本，2005）。
　本報ではそれらの知見を参考に，「札幌１号」，「札
幌２号」の周年出荷作型の開発を目標として，定植
前の低温処理や氷温貯蔵，あるいは定植後の日長処
理が開花時期や切り花品質（花茎長，花茎径，小花数）
に及ぼす影響について以下の検討を行った。
　１）前報（篠田・村田，2006）において，「札幌１号」
は定植前の鱗茎の低温処理（５℃）の期間が０および
１か月では開花率が低く花茎長も20 ～ 35cm と短
いこと，２か月間の低温処理により開花率は100％
となるものの花茎長は63cm と短いこと，３か月間
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の低温処理を行うことで切り花品質が優れることを
報告した。一方，「札幌２号」は花茎長は短いもの
の低温処理を行わない場合でも全個体が開花するこ
と，開花は２か月間低温処理を行ったものが最も早
く，切り花品質が優れることを報告した。このよう
に「札幌１号」と「札幌２号」で好適な低温処理期
間が異なることが示唆されたことから，鱗茎の低温
処理期間を８週間から12週間の５段階に設定し，よ
り詳細に低温処理期間が開花時期や切り花品質に及
ぼす影響について検討を行った。
　２）「札幌１号」，「札幌２号」の札幌での自然開
花期は６月中旬であるが，一般的に切り花単価は年
末・年始の需要期に高い傾向があり，アリウムにお
いても年末・年始時期に出荷できる作型の開発が望
まれる。ユリ類では，開花調節の一つの方法として
切り花採花後に鱗茎を掘り上げ，再び切り花生産に
用いる，いわゆる切り下球の利用についての検討が
進んでおり（二宮ら，2003；坂本・福井，1997；宮
本ら，2001），これにより出荷時期の拡大や球根コ
ストの低減が可能となることが報告されている。ア
リウム類では切り下球の利用に関する報告はない
が，早期開花が可能となる作型を開発するため，促
成栽培で形成された鱗茎（切り下球）を低温処理し，
その低温処理の開始時期や期間が開花時期や切り花
品質に及ぼす影響について検討を行った。
　３）ユリは球根類の中で唯一周年出荷の作型が確
立している品目であり，その作型は３～６月開花の
促成栽培，６～７月開花の普通栽培（季咲き），８～
２月開花となる氷温貯蔵球を利用した抑制栽培に大
別される（竹田，2005）。氷温貯蔵を利用した抑制栽
培では，－1.5 ～－２℃で数か月～１年程度貯蔵し
た鱗茎を５～ 11月頃に定植し，定植後３か月程度
で開花させる作型が一般的である。他の球根類では
高温期に定植すると花芽の枯死が多発し切り花品質
も著しく不良となることから実用化されているもの
は少ないが，チューリップでは前年産の鱗茎をコン
テナに定植し発根処理を行った後－２℃で貯蔵し，
秋から冬の切り花収穫予定日の２～３週間前に温室
に搬出して開花させる手法が開発されている（稲本，
2005）。鑑賞用アリウム類では氷温貯蔵球の利用に
関する報告はないが，食用のアリウムであるニンニ
ク（A. sativum）では－２℃条件で長期間にわたる鱗
茎の貯蔵が可能であることが報告されている（山崎
ら，2005）。そこで，「札幌１号」，「札幌２号」におい

て氷温貯蔵を利用した開花調節法が可能かどうかを
明らかにするため，氷温貯蔵球の定植時期が開花時
期や切り花品質に及ぼす影響について検討を行った。
　４）「丹頂」（A.sphaerocephalon）は，定植前に鱗
茎を５℃で50日間低温処理することにより開花が促
進される（本図・浅野，1992）が，定植後の長日処理
によっても花芽分化が促進され（金子ら，1995），長
日処理と低温処理が開花促進に相乗的に作用する

（本図・浅野，1992）ことが報告されている。「札幌
１号」，「札幌２号」の交配親であるカエルレウムは

「丹頂」と同様に低温処理後に花芽分化を開始する
（篠田・村田，2004）ことから，「札幌１号」，「札幌
２号」も「丹頂」と同様の日長反応を示すことが想
定される。そこで定植後の長日処理が開花時期や切
り花品質に及ぼす影響について検討を行った。

Ⅱ．材料および方法
１．低温処理期間が開花に及ぼす影響
　無加温ハウス（網室）内で栽培した「札幌１号」，「札
幌２号」の鱗茎を，2005年７月下旬に掘り上げ室温
で貯蔵し，材料として用いた。鱗茎の低温処理（５℃，
乾式）を同年８月30日より開始し，10月25日（低温処
理８週間），11月１日（同９週間），11月８日（同10週
間），11月15日（同11週間），11月22日（同12週間）に
最低夜温を10℃に設定したガラス室の地床に株間
10cm で定植した。１区10球（一部12球）を供試し，
各２反復とした。ガラス室は日中20℃換気に設定し，
慣行に従い防除，灌水等の管理を行った。

２．年内開花法の検討
　前記試験で形成された「札幌１号」，「札幌２号」
の鱗茎（切り下球）を，2006年５月29日に掘り上げ室
温で貯蔵した。同年の６月15日および７月15日より
鱗茎を５℃で２～３か月間低温処理を行い，８月30
日，９月15日，９月30日，10月15日に最低夜温を
10℃に設定したガラス室の地床に定植した（第２
表）。１区あたり「札幌１号」は12球，「札幌２号」
は８球を供試し，各２反復とした。他の栽培管理は
前記試験に準じた。

３．氷温貯蔵球の利用による開花調節法の検討
　無加温ハウス内で栽培した「札幌１号」の鱗茎を，
2009年７月下旬に掘り上げて室温で貯蔵した。同年
９月１日より鱗茎を５℃で１か月間予備冷蔵を行っ
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た後，10月１日より－２℃で氷温貯蔵（乾式）した。
貯蔵にはタバイエスペック（株）の低温恒温器 LU-
112を使用した。2010年の１月５日から１か月間隔
で最低夜温10℃に管理したガラス室内の地床に定植
した。１区14球を供試し，各３反復とした。他の栽
培管理は前記試験に準じた。

４．長日処理が開花に及ぼす影響
　無加温ハウス内で栽培した「札幌１号」，「札幌２
号」の鱗茎を，2006年７月下旬に掘り上げて室温で
貯蔵した。同年９月６日より鱗茎を５℃で２か月間
低温処理した後，11月６日にプランター（60×15×
20cm）に12球を定植した。処理区は自然日長区と長
日区（16時間日長，100W 白熱灯をプランターの直
上80cmに設置）の２区を設けた。１区12球を供試し，
各２反復とした。他の栽培管理は前記試験に準じた。

Ⅲ．結　果
１．低温処理期間が開花に及ぼす影響
　定植前の低温処理期間を８～ 12週として開花へ
の影響を調査したところ，「札幌１号」の開花日は
いずれの処理区でも３月７日前後であったが，８，
９週間処理区では不開花株が発生し，特に８週間処
理では開花率が60％と大きく低下した。また花茎長
は８，９週間処理区ではそれぞれ43cm，56cm と有
意に短く，10週間以上の低温処理で70cm以上となっ
た。花茎径や葉長には有意な傾向は認められなかっ
た（第１表）。
　「札幌２号」は８週間処理区が２月17日と最も早

く開花し，低温処理期間が長くなるにつれ開花日は
遅くなった。開花率はいずれの処理区も100％であ
り，花茎長も80cm 以上で切り花品質には有意な差
異は認められなかった。

２．年内開花法の検討
　栽培期間の日平均気温は14 ～ 21℃で推移し（第１
図），特に８月下旬から９月中旬は比較的高温であっ
たが，品種や低温処理期間，定植日に関係なく全個
体が開花した。
　「札幌１号」は，６月15日から2.5か月間低温処理
を行い８月30日に定植した場合に10月28日と最も早
く開花した（第２表）。花茎長は60cm とやや短いも
のの切り花としては利用可能な長さであった。３か
月間低温処理を行った場合は11月20日に開花し，到
花日数を除いて2.5か月間処理と有意な差はみられ
なかった。７月15日からの低温処理では，12月中旬
～１月上旬に開花した。定植後の気温の低下のため
６月15日からの低温処理区に比べ到花日数が20日程
度長くなったものの，切り花品質には大きな差異は
認められなかった。
　「札幌２号」もほぼ同様の傾向を示した。開花は
各処理区とも「札幌１号」より１～７日程度早く，
到花日数は６月15日からの低温処理区が60日前後，
７月15日からの処理区が80日前後であった。花茎長
は６月15日からの2.5か月処理区と７月15日からの
３か月処理区が70cm 前後と短かったが，他の処理
区は80cm 前後の長さとなった。小花数や葉長につ
いては処理間で有意差が認められたが，一定の傾向

第１表　低温処理期間が開花に及ぼす影響
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第１図　試験期間中の半旬別気温の推移

第２表　定植日並びに低温処理期間が開花に及ぼす影響

は明らかではなかった。

３．氷温貯蔵球の利用による開花調節法の検討
　第２図に栽培期間中のガラス室内の気温の推移を
示した。平均気温は４月までは14 ～ 15℃で推移し
たが，６月中旬以降は20℃を超え，８月上旬～９月
上旬は25℃程度となった。それ以降気温は大きく低
下し，10月中旬以降は15℃以下で推移した。
　１月から９月定植までの全処理区で開花がみられ
たが，貯蔵期間が長くなるにつれ開花率は低下し，

７～９月定植区では20％前後となった（第３表）。到
花日数は１月定植区で90日であったが，定植後の気
温が高くなるにつれ短くなり，８月定植区では40日
と半分以下の日数で開花した。気温が低下した９月
定植区では63日と増加した。花茎長は１～３月定植
区が69 ～ 75cm と最も長く，気温が高くなるにつ
れて短くなり，６～８月定植区では42 ～ 43cm と
なった。気温が低下した９月定植区では花茎長が
52cm となり品質の改善が認められた。他の形質も
同様の傾向が認められた。
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第２図　試験期間中の旬別気温の推移

第３表　氷温貯蔵した鱗茎の定植時期が「札幌１号」の開花に及ぼす影響１）

４．長日処理が開花に及ぼす影響
　本試験の低温処理期間は２か月と「札幌１号」に
とっては不十分な条件で行った。このため「札幌１
号」を自然日長下で栽培した場合は開花率が19.5％
と低かった（第４表）。これに対し，長日区では開花率
が61.9％と高まり，開花も20日ほど早くなった。切
り花品質については日長の影響は認められなかった。
　「札幌２号」においては必要十分な低温処理を行っ
たことから，開花率は両区とも100％となった。し
かし，開花は長日区で10日早まり，花茎長も長くなっ
た。他の形質については日長の影響は認められな
かった。

Ⅳ．考　察

　低温処理期間が開花に及ぼす影響を検討したとこ
ろ，促成栽培時に必要な低温処理期間は，「札幌１号」
が10 ～ 12週間（2.5 ～３か月），「札幌２号」は８週
間（２か月）であり，前報（篠田・村田，2006）とほぼ
一致する結果が得られた。
　久賀（1995）は，促成栽培向きチューリップ品種の
特性として，花蕾がブラインドせず開花すること，
低温要求性が小さく短期間の低温処理によく反応す
ること，加温開始後の到花日数が短いこと，生育が
旺盛で茎，葉，花のバランスがとれていることをあ
げている。促成栽培では，低温要求量の少ない品種
ほど早期出荷が可能となることから，「札幌２号」
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第４表　日長条件が開花に及ぼす影響１）

低温処理期間や定植時期を変えることにより，10月
下旬～１月までの連続した開花が可能となることが
示された。なお本試験では，「札幌１号」を２か月
間しか低温処理をしていない区（７月15日低温処理
開始，９月15日定植）でも開花率が100％で花茎長が
73cm の切り花が得られており，これまでの試験と
は異なる反応が認められた。その要因の一つとして
鱗茎形成時の条件により開花のための温度反応が異
なることが想定され，今後鱗茎形成時の環境条件と
その後の低温要求量との関係について検討する予定
である。
　これまでに得られた低温処理の効果を第３図に取
りまとめた。普通栽培では自然の低温遭遇を経て６
月に開花するが，低温処理を８～９月に開始する促

は「札幌１号」よりも促成適性が高い品種と判断さ
れる。なおカエシウム×カエルレウムの雑種系統
から「札幌１号」，「札幌２号」を選抜するにあたっ
ては，自然開花時の切り花特性を中心に評価してお
り，各系統の低温要求量の差異については調査して
いない。このため，保存されている雑種系統の中に
は，「札幌１号」と同程度の濃青色花で，「札幌２号」
並に低温要求量の少ないものがあることが考えら
れ，今後保存系統について低温要求量の調査を行う
予定である。
　年内開花法の検討を検討した試験の結果，促成栽
培で形成された鱗茎（切り下球）を用いて６月から低
温処理を行うことにより「札幌１号」，「札幌２号」
は10月下旬に開花することが明らかになった。また，

第３図　アリウム「札幌１号」、「札幌２号」の低温処理時期と開花との関係

凡例　　●低温処理開始（５℃）、　　○低温処理終了後ただちに定植（最低夜温10℃）　　◎開花
a） 低温処理を行わずに定植，無加温栽培　　b） この処理のみ定植後最低夜温８℃で管理
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討する予定である。
　長日処理が開花に及ぼす影響を検討したところ，

「札幌１号」，「札幌２号」ともに，長日処理による
開花促進や品質向上効果が認められた。低温処理期
間と日長処理の相互作用についてはより詳細な検討
が必要であるが，低温処理期間が短い場合やより早
期に開花させたい場合には長日処理により開花が安
定するものと考えられた。
　以上，「札幌１号」，「札幌２号」は低温処理の時
期や切り下球の利用により，10月から自然開花時期
である６月まで連続した出荷が可能であり，この作
型では出荷できない７～９月においても氷温貯蔵し
た鱗茎を用いることにより開花が可能となることを
明らかにした。今後は高温期に定植する作型におけ
る開花率の向上や切り花品質の改善が急務であり，
環境制御等による開花率の向上や品質改善技術を開
発し周年出荷体系を確立していく必要がある。

Ⅴ．摘　　要
１．北海道農業研究センターで育成したアリウム「札

幌１号（ブルーパフューム）」，「札幌２号（スカ
イパフューム）」の開花調節法の検討を行った。

２．促成開花には「札幌１号」は定植前に５℃で10
～ 12週（2.5 ～３か月），「札幌２号」は５℃で
２か月程度の低温処理が必要である。

３．促成栽培で得られた鱗茎（切り下球）を用いて６
月から低温処理を行うことにより10月からの開
花が可能である。低温処理開始時期や低温処理
期間を変えることにより，10月～１月までの連
続した出荷が可能となる。

４．－２℃で貯蔵した鱗茎を１～９月に定植したと
ころ，いずれの定植日でも開花する個体が認め
られた。しかし，高温期に定植した場合，開花
率や品質の低下がみられた。

５．長日処理には，開花率の向上や開花の促進，花
茎の伸長促進等の効果が認められた。
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Effects of Low Temperature Treatment, Freezing Point Storage and Day Length 
on the Flowering of Allium  'Sapporo No. 1' and 'Sapporo No. 2' 

By using this chilling treatment and planting dates 
from August to October, flowers were obtained 
from October to January. Bulbs of 'Sapporo No. 1' 
were stored at -2 ℃ from October and then plan-
ted monthly from January to September in a 
greenhouse at a minimum temperature of 10 ℃ . 
Flowering was observed in all treatments, but as 
storage period was long, the percentages of 
flowering and flower stem lengths decreased. A 
long photoperiod treatment（16 hours）advanced 
the flowering time and increased flower stem 
elongation.

NARO Hokkaido Agricultural Research Center

Koichi SHINODA and Naho MURATA

Summary

　We investigated the effects of low temperature 
treatment, freezing point storage and day length 
on the flowering of two new allium varieties:  
'Sapporo No. 1'（'Blue Perfume'） and 'Sapporo No. 
2'（'Sky Perfume'）, which are interspecific hybrids 
between Allium caesium and A. caeruleum. Cut 
flowers with good quality were obtained when 
'Sapporo No. 1' bulbs were stored at 5 ℃ for 10-12 
weeks and when 'Sapporo No. 2' bulbs were stored
at 5 ℃ for 8 weeks before planting in a green-
house. Early flowers were obtained when the 
bulbs were lifted after flower cutting and chilled 
at 5 ℃ for 10-12 weeks beginning in June or July. 


